
東北・北海道支部「保全科学サマースクール 2017」の開催 

主催：日本保全学会 東北・北海道支部 

日時：平成 29年７月 26日～８月 1日 

会場：東北大学流体科学研究所（宮城県仙台市） 

 

１．はじめに 

将来の保全科学と保全技術の分野の若手リーダーを育成するために、保全科学

サマースクールが毎年開催されている。具体的には、原子力発電所の保全活動の

理論と実践について大学院学生に学んでもらうことにより、「保全科学」と「保

全技術」について認知してもらうことを目的としている。さらに、アジア地域の

若手研究者あるいはその卵たちが交流する機会を提供することも趣旨としてい

る。2010年 7月に、第１回サマースクール（15名の学生が参加）を東北大学で 

開催した後に、第２回大阪大学 (20 名)、第 3回中国・清華大学 (25名)、第 4回

北海道大学 (35 名)、第 5 回台湾・清華大学 (28名)、第 6 回東京大学 (23名)、第

７回韓国・韓国・科学技術院(26 名) のサマースクールが継続して開催されてき

た。 

 第 8回となる今回は、初回のサマースクールの開催地仙台に戻っての開催で

ある。今回は福島第一原子力発電所における廃止措置について取り上げ、参加学

生とともに極限環境の中で困難なタスクを達成させるための取り組みついて学

び、解決方法を考えた。本稿ではスクールの概要を紹介する。参加した学生によ

る体験談については、本稿に続く記事をご覧頂きたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. 会場における集合写真 

２．講義および研修内容 

第 8 回の保全科学サマースクールは、7月 26日から 8月 1 日までの 7日間、東

北大学流体科学研究所にて開催された.・中国から 5名、韓国から 2名、台湾から

4 名、国内から 22 名、の合計 33名の学生が参加した。尚、国籍をみると 33 名の

うち外国人は 22名であり中国、台湾、ヨルダン、インドネシア、フランスと、

様々な出身国の学生とともに、サマースクールを実施することができた。 
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日本保全学会第 16回学術講演会 

「企画セッション：保全現場からの声」のご報告 
日時：令和元年 7月 26日（金） 

場所：リンクステーション青森 

  原子力安全のより一層の向上を目指し、現場第一線で活躍する若手技術者

らの保全に関する技術力の向上と現場への浸透を図る目的から、企画セッシ

ョン『保全現場からの声』が催された。セッションは東北・北海道支部メン

バーを中心として構成された現地実行委員会の提案により企画されたもので

ある。エンジニアリング会社あるいは工事会社の若手技術者が参加して、午

前のセッション 5件、午後のセッション 4件に分かれて、保全技術に関する

日頃の取り組みを紹介した。 

【午前の部】 
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吉田秀一郎 氏（東北発電工業） 

女川原子力発電所における電動機油脂補給情報管理システムの

開発についての報告。QRコードと音声認識入力を活用したシス

テムを開発・導入したことにより、点検記録の作成と管理に関す

る業務が大幅に効率化された。 

大坂拓未氏（北海道パワーエンジニアリング） 

給排水処理設備一括受託の実施についての報告。北海道電力・北

海道パワーエンジニアリング間のサプライチェーン管理の観点

から両者の業務範囲を見直したことにより、電力会社側には保

修課員の業務効率化、エンジニアリング会社側には業務範囲の

拡大に伴う技術力向上といったメリットが生まれたことが、業

務の改善事例 2件とともに紹介された。  

 

宇川祐丞 氏（日鋼検査サービス） 

ボイラ管への各種内挿ＵＴの適用事例を報告。まず、二胴曲

管式水管ボイラの内挿ＵＴに関して、マルチチャンネル化に

よる検査速度の大幅な向上とテーパー部の検査技術開発が報

告され、次ぎに、ボイラ深層部伝熱管への内挿ＵＴの適用事

例が紹介された。今後の課題として、膨大な検査データ解析

の効率化が挙げられた。 

 

沼沢怜奈 氏（ジェイテック） 

日本原燃六ヶ所再処理工場における内部被ばく評価のための定

期バイオアッセイ分析技術の改善についての報告。ウランおよ

びプルトニウム取り扱い従事者を対象とした抽出により、バイ

オアッセイ法を用いてα核種U-234,235,238の分析が行われて

いるが、放射能分析作業の負荷が大きいことが課題であった。

スクリーニング手段として IC PMSによる質量分析を導入する

ことによって、放射能分析を必要とする検体数を大幅に減少さ

せることができ、検査の抽出者数を 3倍程度に増やすことがで

きた。 
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【午後の部】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神谷亮輔 氏（青森日揮プランテック） 

保守管理技術向上のための技術者育成の取り組みに関し

て、資格取得の奨励、自前の訓練設備の製作・運用、業務

支援ツール活用の検討の 3点を報告。 

訓練設備としては、水循環系設備の設計・製作・改良の状

況ならびに訓練での運用実績が紹介し、業務支援ツールと

しては、スマートグラスの活用を検討している状況が報告

された。 

 

【座長：渡邉 豊、松田 孝司】 

 

 

 

松本 亮 氏（六ケ所エンジニアリング株式会社） 

治工具製作による保全現場カイゼンの取り組みについて

報告。雑固体ドラム缶固縛専用治工具製作による蓋開閉

の効率化、Ｖパッキン取り外し用工具の改善についての

発表。 

 

岩﨑恵志 氏（ＡＴＯＭ Ｗｏｒｋｓ株式会社） 

六ケ所再処理工場の保全体制強化への取り組みについて報

告された。計装設備保全技術者の養成と対応可能工種の拡

大、不具合対応ノウハウの構築等これまでの取り組みと今

後の取り組みについてを報告。 

神保吉秀 氏（中部プラントサービス） 

回転機のグリス補給作業最適化の取り組みの報告。

グリス補給によって変化する軸受け音を可視化する

ことにより、経験と勘で実施されていたグリス充填

を標準化することができたと紹介。 

 

 

井上晴久 氏（四電エンジニアリング株式会社） 

伊方発電所で実施した安全対策工事についての報告。当社

は伊方発電所において低圧給水加熱器の取り換えを始め各

種工事の設計、工事を実施してきており福島第一原発事故

以降においても各種安全対策工事実施の紹介。 

 

 

【座長：橋爪 秀利、伊原 一郎】 
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 全体発表終了後、表彰委員会により最優秀賞に青森日揮プランテック（株）

『保守管理技術向上のための技術者育成の取り組み』、優秀賞に株式会社ジェイ

テック『質量分析法を用いた再処理工場の定期バイオアッセイ分析の改善』、が

選ばれ、学術講演会実行委員長の北海道大学名誉教授杉山憲一郎氏より表彰さ

れました。 

 

   

 

 

 

【表彰式の様子】 

 

 

 

 

   

 

 

   

 

 

（令和元年 8月吉日）  


